
一
年
海
キ
ャ
ン
プ

二
年
山
キ
ャ
ン
プ

教
育
実
習

学
園
祭

体
育
祭

遠
足
宗
教
改
革
製
礼
拝

秋
季
宗
教
人
権
週
朋

収
穫
感
謝
礼
拝

Ⅱ
月
邪
H

創
立
記
念
礼
拝

口
月
円
Π

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

松
月
幻
H
t
鉛
日

三
年
生
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

幼
稚
園

7
心
⑳
U
t
れ
U

お
泊
り
保
育
(
年
長
紲
)

9
刈
玲
日

9
月
お
誕
生
日
会

9
月
記
Π

運
動
会

遠
足
(
三
歳
児
ク
ラ
ス
)
宝
ケ
池
イ
ど
も
の
楽
園

9
月
記
U

(
四
・
五
歳
児
ク
ラ
ス
)
山
城
多
賀
フ
ル
ー
ツ

9
打
鈴
日

ラ
イ
ン

W
月
幻
日

N
月
お
誕
生
日
会

Ⅱ
月
Ⅱ
日

Ⅱ
月
お
誕
生
日
会

Ⅱ
刈
幻
口

収
穫
感
謝
祭

n
a
9
0

口
月
お
誕
生
R
会

n
月
玲
日

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

(
由
良
学
企
巳
 
7
月
幻
日
t
鉛
日

7
村
幻
日
t
8
刀
2
Π

9
月
3
日
2
Ⅱ
Π

9
月
訟
日
2
船
日

W
月
8
日

0
月
釦
ヨ

川
月
飢
R

Ⅱ
河
2
e
t
9
日

Ⅱ
月
幻
日

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
蔵
文
化
財
⑬鈴
木
電
治

が
し
つ
ひ
ょ
う
そ
く

瓦
質
秉
燭

た
こ
と
は
、
住
い
の
中
で
の
空
闇
利
用
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
。
加
え
て
、
自
然
的
な
時
間

を
社
会
的
な
時
間
に
高
め
た
点
で
も
讐
を
も

つ
。
日
の
出
前
や
日
没
後
の
行
動
を
可
能
に
し
九

こ
と
で
、
社
会
的
特
の
発
展
や
充
突
に
寄
与
し

た
こ
と
に
な
る
。

行
燈
、
燭
台
な
ど
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ

る
が
、
地
下
か
ら
の
出
土
資
料
に
つ
い
て
み
る

)し

と
、
京
都
と
そ
の
周
辺
で
は
、
土
師
質
で
灯
明
皿

の
形
態
を
も
っ
た
燈
火
具
が
圧
倒
的
に
多
い
。
次

い
で
瓦
質
、
陶
質
、
磁
質
な
ど
の
焼
物
製
の
燈
火

貝
が
検
出
さ
れ
て
い
て
、
ま
れ
に
金
属
性
の
手
燭

が
出
土
し
て
い
る
。
太
,
に
出
土
す
る
土
師
質
の

灯
明
皿
は
、
神
事
、
仏
事
な
ど
の
祭
祀
に
あ
た
っ

て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
示
し
た
瓦
質
秉
燭
は
、
冷
泉
家
の
西
隣

り
に
当
る
得
館
の
地
点
か
ら
安
士
・
桃
山
時
代

の
士
師
器
や
笹
津
の
皿
な
ど
と
と
も
に
出
士
し

た
。
空
を
器
す
る
た
め
の
蓋
部
の
ス
リ
ッ
ト

と
、
燈
芯
脇
の
舌
状
突
起
に
形
態
上
の
特
徴
が
み

ら
れ
る
。

(
大
学
校
地
学
術
訊
査
蚕
員
会
調
在
主
任
)

ひ
ょ
う
そ
く
は
、
「
柄
燭
L
 
と
も
禽
く
0
 
こ
の

場
合
は
、
焔
火
只
の
う
ち
柄
の
付
い
九
手
燭
を
指

す
。
い
ず
れ
も
、
改
良
の
加
え
ら
れ
九
採
光
具
の

一
種
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
菜
種
油
を
は
じ
め
と
す

る
植
物
油
を
、
皿
ま
た
は
碗
状
の
器
に
入
れ
て
、

そ
れ
に
燈
芯
を
ひ
た
し
て
あ
か
り
を
と
も
し
九あん

り
、
ロ
ー
ソ
ク
を
使
用
す
る
燈
火
貝
で
あ
る
。
行

燭
台
な
ど
と
と
も
に
広
く
使
わ
れ
た
時
期
が

大あ
る
。

ひ

古
来
の
裸
火
器
が
手
火
と
な
っ
て
炉
か
ら
床

に
上
り
、
し
か
も
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

(安土・桃山時代)
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